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　このたび，第36回日本口腔リハビリテーション学会学術大会を担当させていただくことにな

りました．本会テーマを「診療室と地域を繋ぐ口腔リハビリテーション」とし，2022年11月

19日(土)・20日(日)に北海道大学学術交流会館で開催致します．

　特別講演には小樽もったいない博物館館長の秋野治郎先生，基調講演には日本歯科医学会会

長の住友雅人先生，教育講演では札幌渓仁会リハビリテーション病院院長の橋本茂樹先生に，

それぞれご講演をお願いしています．また，スポンサードセッションでは東京都健康長寿医療

センター歯科口腔外科部長の平野浩彦先生にご講演いただきます．また，「ライフステージか

ら口腔健康を考えると」と題したシンポジウムを企画させていただき，道内の各方面の若手先

生方にご登壇いただき，それぞれの立場から口腔の健康に関して日頃から取り組んでおられる

活動に関して討論したいと思います．定例の認定医研修セミナー，関連専門職認定研修セミ

ナーも開催します．今回，コロナ禍のなか一般口演がいつも通りに集まるか心配していました

が，最終的に28題と例年以上に応募していただき皆様方に感謝申し上げます．

　本学術大会にとって津軽海峡を渡って札幌での開催は初めてとなります．本会はここ 2 年間，

コロナ禍のため対面での開催はできませんでした．ようやく感染者数も減じてきており，この

度対面での開催に踏みきらせていただきました．しかし，誠に残念ではありますが会員懇親会

は中止にさせていただきました．どうぞその分，各自で感染予防にご留意の上，北海道の味覚

や観光を堪能していただければと存じます．

　教室員一同，感染対策には万全を期して，安心・安全な環境で皆様方をお迎えする所存であ

りますので，たくさんの方々に現地参加いただければ幸いです．

一般社団法人 日本口腔リハビリテーション学会 第 36 回学術大会

大会長　山崎　裕
 (北海道大学大学院歯学研究院高齢者歯科学教室 教授)

大会長ご挨拶



－ 2 －

一般社団法人日本口腔リハビリテーション学会
学術大会開催一覧

大会長
山下　　敦 
川添　堯彬
藤井　弘之
井上　　宏 
山下　　敦
川添　堯彬
藤井　弘之
井上　　宏 
山下　　敦 
川添　堯彬
山下　　敦
藤井　弘之
井上　　宏
山内　六男
覚道　健治
田村　康夫
山内　六男
矢谷　博文
小出　　武
窪木　拓男
井上　　宏
小正　　裕
杉﨑　正志
森田　章介
大野　粛英
菊谷　　武
小川 　　匠
田中　昌博
松香　芳三
岡崎　定司
髙橋　浩二
前田　照太
井上　　誠
藤原　　周
髙橋　一也
山崎　　裕
岸本　裕充

会　場
チサンホテル新大阪
チサンホテル新大阪
チサンホテル新大阪
チサンホテル新大阪
チサンホテル新大阪
チサンホテル新大阪
チサンホテル新大阪
チサンホテル新大阪
チサンホテル新大阪
チサンホテル新大阪

新大阪ワシントンホテル
チサンホテル新大阪
チサンホテル新大阪
チサンホテル新大阪

大阪府立女性総合センター（ドーンセンター）
チサンホテル新大阪

大阪歯科大学天満橋学舎西館講義室
チサンホテル新大阪

独立行政法人国立病院機構大阪医療センター
岡山大学創立50周年記念館

大阪歯科大学楠葉学舎大講堂
兵庫県歯科医師会館

東京慈恵会医科大学南講堂
大阪歯科大学楠葉学舎講堂

神奈川県歯科医師会館
日本歯科大学生命歯学部 

鶴見大学会館
大阪市中央公会堂

徳島大学長井記念ホール
京都市国際交流会館

昭和大学旗の台キャンパス
神戸芸術センター・芸術劇場

新潟ユニゾンプラザ
WEB開催
WEB開催

北海道大学学術交流会館
兵庫県歯科医師会館

昭和62年9月12日～13日

昭和63年9月10日～11日

平成元年9月9日～10日

平成2年9月8日～9日

平成3年9月7日～8日

平成4年9月12日～13日

平成5年9月11日～12日

平成6年9月10日～11日

平成7年9月9日～10日

平成8年9月7日～8日

平成9年4月12日～13日

平成10年9月5日～6日

平成11年9月11日～12日

平成12年9月2日～ 3日

平成13年9月8日～ 9日

平成14年9月14日～15日

平成15年10月4日～ 5日

平成16年9月11日～12日

平成17年9月10日～11日

平成18年9月23日～24日

平成19年9月22日～23日

平成20年9月20日～21日

平成21年10月3日～4日

平成22年10月2日～3日

平成23年10月1日～2日

平成24年10月27日～28日

平成25年11月9日～10日

平成26年11月23日～24日

平成27年11月14日～15日

平成28年11月19日～20日

平成29年11月11日～12日

平成30年11月10日～11日

令和元年11月9日～10日

令和2年11月7日～24日

令和3年11月20日～12月3日

令和4年11月19日～20日

令和5年10月21日～22日

会期回
第１回
第２回
第３回
第４回

第６回
第７回
第８回
第９回
第10回

第5回（第7回ICCMOと
合同学術大会）

第11回（第10回ICCMOと
合同学術大会）

第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回
第31回
第32回
第33回
第34回
第35回
第36回
第37回
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所在地：札幌市北区北８条西５丁目

【最寄りの駅から会場まで】
○ＪＲ線をご利用の場合
　札幌駅北口から…徒歩７分
○地下鉄南北線をご利用の場合
　北12条駅から…徒歩約８分
　さっぽろ駅から…徒歩約10分

【新千歳空港から札幌駅まで】
○ＪＲ線をご利用の場合
　快速エアポート…約40分
○バスをご利用の場合
　札幌都心行…約１時間40分

交通のご案内

交通アクセス
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会場のご案内

１Ｆ

２Ｆ



－ 10 －

大 会 日 程
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第１会場
２階講堂

第３会場
１階 第４会議室

1日目　11月19日（土）

1 階ホール

12：00

10：00

10：30

11：30

12：30

13：30

14：30

15：30

16：30

17：30

11：00

9：00

9：30

13：00

14：00

15：00

16：00
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2日目　11月20日（日）

企業展示

企業展示

10：30~12：00
認定医研修セミナー
渡邊 裕

9：00~10：30
認定関連専門職研修
セミナー

13：15~  開会式

16：00~　閉会式

12：10~13：10
社員総会

13：25~14：25
特別講演

講師：秋野治郎 先生

16：50~17：50
基調講演

講師：住友雅人 先生

14：35~15：29
一般口演１
６演題

15：39~16：42
一般口演２
７演題

11：35~12：35
スポンサード
セッション

サンスター株式会社
講師：平野浩彦 先生

10：22~11：25
一般口演４
７演題

9：00~10：12
一般口演３
８演題

13：15~14：45
シンポジウム
演者：

高橋耕一 先生
金子知生 先生
本田和枝 先生

14：55~15：55
教育講演

講師：橋本茂樹 先生

第１会場
２階講堂

第２会場
１階 第１会議室 1階ホール
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プログラム
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特別講演

メディカルシステムネットワーク代表取締役副社長
小樽もったいない博物館館長

秋野　治郎

座長
山崎　裕

北海道大学大学院歯学研究院 口腔健康科学分野 高齢者歯科学教室

「地域薬局と小樽もったいない博物館
-よき看取りのできる地域は良き子育てのできる地域-」

－ 21 －
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　東京に引っ越す小樽育ちの伯母から 1 枚の着物が託された．「これは私がお嫁に行くときに，

家事で寒くないよう，ぶつけても怪我をしないよう，あなたのお祖母ちゃんが作ってくれた刺

子の働き着．これを東京に持っていっても，私が死んだらいつか捨てられてしまう．寒い土地

にあってこそ，母親の気遣いのありがたさがわかる．だから小樽にいるあなたに託したい．」

　私が生まれる10年前に他界し，会ったことのない祖母．これを羽織ると，寒くないようにと

心を尽くした祖母の人柄がタイムスリップして伝わってきた．調剤だけでなく地域の生活を支

えることを任務と考えてきた私は，これを後世に伝えたいと思った．

　地域の歴史，このような濃厚な想いや暮らし方を知ると，地域の患者さんたちに親しみと尊

敬の念が湧いて心が通い合えた．地域薬局にやりがいを感じて疲弊感が吹き飛んだ．

　博物館の準備期間に地域のお年寄りに見ていただく．「うちにもあったが，廃棄してしまっ

た．大事な作り手の思い出も一緒になくなり，本当にもったいないことをした．」異口同音の

感想であった．「もったいない」には「いたましい」の意味があり，大事にできなかった痛恨

の表現である．小樽もったいない博物館と命名した．今振り返ると，地域包括ケアに携わる者

として，慮る文化を引継ぎたかったのだ．

　娘のために編まれたセーターが小さくなると大事にしまわれ，その孫が生まれると手編みの

手袋に編みなおされた．縫い目には病邪を払う力があると信じられてきた．戦争中は敵弾をも

そらす力があると信じられ，息子や夫の生還を期すため，祈りを込めて縫われた千人針には武

運長久と記された．

　働き着，手編みの手袋，千人針などから，その「地域の力」を感じる．よき看取りのできる

地域を目指すと，並行して良き子育てのできる地域になると信じている．

地域薬局と小樽もったいない博物館
―よき看取りのできる地域は良き子育てのできる地域―

秋野　治郎
株式会社メディカルシステムネットワーク

代表取締役副社長

特別講演 11月19日（土）13：25－14：25　第１会場（２階　講堂）
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【略歴】

　1948年北海道小樽市生まれ．1900年創業の「小樽一の秋野」薬店の創業者の孫にあたる．

３代にわたり，医薬品を地域に供給してきた歴史から，「薬局は地域文化」が理念．

　故郷である小樽市に「小樽もったいない博物館」を開設．故郷の支え合いの文化や地域薬

局の歴史を新人薬剤師にも伝えている．

　北里大学薬学部卒業後，卸企業勤務を経て，1983年に「一の秋野」（地域薬局）を再創業，

1999年に「高齢化社会における医療インフラ整備に貢献したい」という志に賛同してメディ

カルシステムネットワーク*の設立に参画，当代表取締役専務を経て，現在，副社長．趣味は

スキー，登山，古民家の再生，料理．

＊中核事業の一つとして，なの花薬局を中心に426店舗の薬局を展開中．（2022. 6 .30 時点）

1971年 3 月　北里大学薬学部卒業

1971年 4 月　医薬品卸業入社

1983年 1 月　南小樽調剤薬局開局

1995年 5 月　小樽もったいない博物館開設

1999年 9 月　株式会社メディカルシステムネットワーク 代表取締役専務就任

2015年 6 月　株式会社メディカルシステムネットワーク 代表取締役副社長就任（現任）

【資格】

薬剤師，臨床検査技師，介護支援専門員 





基調講演

日本歯科医学会会長

住友　雅人

座長
覚道　健治

大阪歯科大学 口腔外科学第二講座

「歯科医学・医療を展開するイノベーションの
積み木とは」

－ 25 －
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　日本歯科医学会（以下：学会）の創設は1903年であり，すでに110年を迎えようとしている．

日本歯科医師会と両輪をなす学術組織として長く活動してきたが，2013年 4 月からの日本歯科

医師会の公益化に伴い，内部組織の存在となった．そこで独立した法人格を持つ学術団体の創

設が求められ，2016年 4 月に一般社団法人日本歯科医学会連合（以下：学会連合）が誕生した．

この流れは日本医学会も同様であり，そこでの直接の目的は，新規の二つの機構の社員資格と

して法人格が必要であった．ただし，大きく異なるところは医科では国のシステムを動かすた

めに必要だったのに対し，歯科は自主的にそれを追従した．この自主的な気持ちは，歯科界と

しての大きなモチベーションとなった．

　これまでイノベーションは，狭義ともいえる技術革新のみが注目されていたが，日本語訳と

して，新結合や新融合が登場して，その多様性がよく理解されるようになっている．もちろん

機材にも運用や活用というソフト面は存在しているが，新しい団体の創設と結合をイノベー

ションとして公言できる時代が到来したのである．

　学会連合が創設されたことで学会の事業との立ち位置がクリアになり，いわゆる事業仕分け

のもとにそれぞれで活動し，両者の融合でより幅広い活動が可能となった．それによって，さ

まざまなものが横糸でつながり，推進力が増したり思いもよらない知恵が創生されてきている

のだ．ここでの専門性を駆使した協力・連携という結合は，大きなパワーとなって歯科医学・

医療という形で社会に貢献できている．さらに臨学産官民の結合によって，一段と大きく展開

させたいのである．

　学会をベースに学会連合ができ，学会連合と日本歯科医師会が中心になって日本歯科専門医

機構が立ち上がり，機構認定の広告可能な専門医名称が世に発出できるこの一連の流れをそれ

ぞれの会員が認識し，推進して行こうではないか．

歯科医学・医療を展開するイノベーションの積み木とは

住友　雅人
日本歯科医学会

会長

基調講演 11月19日（土）16：50－17：50　第１会場（２階　講堂）
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【略歴】

《学歴》

　1969年 3 月　日本歯科大学卒業

　1973年 3 月　日本歯科大学大学院歯学研究科（歯科理工学専攻）修了

《職歴》

　1973年 6 月　日本歯科大学口腔外科学第 1 講座助手

　1974年 4 月　日本歯科大学歯科麻酔学教室助手

　1996年 5 月　日本歯科大学歯学部共同利用研究所教授（歯科麻酔学併任）

　2001年 4 月　日本歯科大学歯学部附属病院長

　2008年 4 月　日本歯科大学生命歯学部長

　2013年 4 月　日本歯科大学名誉教授

　2013年 7 月～日本歯科医学会会長　　

　2016年 4 月～（一社）日本歯科医学会連合理事長

　2018年 4 月～2020年 6 月（一社）日本歯科専門医機構理事長

【留学】

国内：1974年 4 月～1975年 3 月　日本大学医学部板橋病院麻酔科

国外：1980年 4 月～1981年 2 月　英国ロンドン大学イーストマン歯科病院　麻酔科

　　　1981年 2 月～10月　フィンランド・トゥルク大学医学部歯学科口腔外科学講座

【受賞】

The International Federation of Dental Anesthesiology Societies (IFDAS)

「Horace Wells Award」2012

【所属団体】

日本歯科医師会　第一種会員





教育講演

札幌渓仁会リハビリテーション病院院長

橋本　茂樹

座長
菊谷　武

日本歯科大学口腔リハビリテーション多摩クリニック

「食べる」を支援する地域連携
~「のみこみ安心ネット・札幌」の活動を中心に~

－ 29 －



「食べる」を支援する地域連携
　～「のみこみ安心ネット・札幌」の活動を中心に～

橋本　茂樹
札幌渓仁会リハビリテーション病院

院長

教育講演

－ 30 －

　「食べる」ことは私たちにとって，生きていくうえでの最も重要なことの一つである．よっ

て「食べる」を支えることは，「生きる」を支えることである．支えるべき対象者は，地域在

宅生活者，施設関連での生活者など生活場所は多彩である．また，「食べる」を支えるには，多

職種連携が必要であり，地域ネットワークが重要となる．ここでは，札幌市でのいくつかの取

組みを紹介する．

　「のみこみ安心ネット・札幌」は平成25年に「食べる」を支えるネットワーク作りと教育活

動を考えて立ち上げたチームである．当初 5 人だった世話人は多職種26人まで増えた．医師，

歯科医，看護師，リハスタッフ，管理栄養士，歯科衛生士，ケアマネ（MSW），ホームヘルパー，

歯科技工士，薬剤師という多岐にわたる人財で構成され，「食べる」をささえるネットワーク

の核をなした．地域での問題点を考えながら，「食べる」を支えるための地域連携推進のため

に人材育成を図った．年数回の研修会や症例検討会を実施．札幌の各区で活動する食支援コー

ディネーターの養成を図った．食支援コーディネーターは各区で核となり区内の情報網を作る

ことを想定していた．

　当院がある中央区にて地域包括ケアシステム推進のため，中央区在宅支援リハビリテーショ

ン病院連絡会を立ち上げた．その中に食支援部会を作り地域での食の問題に対応する連携を

図った．退院後の嚥下調整食の連携における齟齬が生じないように各病院・施設の嚥下調整食

の情報収集・試食会，ホームページ上での公開等による問題点の解決を図った．

　また当院には，摂食嚥下専門外来があり，VE/VFの検査結果を踏まえ，多職種参加型の評

価・指導を行っている．その後，必要に応じ訪問リハ（ST）でのフォローアップにつなげ，訪

問での在宅VEで経過観察も行っている．専門外来には，様々なところからの紹介患者が検査

を受けにくる．

11月20日（日）14：55－15：55　第１会場（２階　講堂）
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【略歴】
1987年　産業医科大学卒業
1987年　札幌医科大学リハビリテーション部入局
1989年　医療法人敬和会・時計台病院勤務（リハ科医長⇒リハ部長）
1996年　登別厚生年金病院勤務（リハ部長）
2007年　札幌西円山病院（リハ科主任診療部長）
2013年　同院リハビリテーションセンター長
2017年　札幌渓仁会リハビリテーション病院　開設準備室副室長，副院長（兼務）
　　　　札幌渓仁会リハビリテーション病院：副院長 / 臨床統括センター長
2022年　札幌渓仁会リハビリテーション病院：院長

認定資格
日本リハ医学会（専門医・指導責任者），日本神経学会（専門医），日本脳卒中学会（専門医），
日本内科学会（臨床認定医），日本体育協会（スポーツドクター），日本摂食嚥下リハ学会（認
定士）産業医，認知症サポート医

役職等
のみこみ安心ネット・札幌（副代表），（社）回復期リハビリテーション病棟協会（理事），日本
リハビリテーション医学会（専門医試験特別委員），北海道回復期リハビリテーション病棟協
会（代表幹事），北海道リハビリテーション学会（監事・評議員），日本リハビリテーション
医学会北海道地方会（幹事），札幌市医師会（理事），札幌市医師会中央区西支部（参与），
(社）全国デイ・ケア協会（理事・災害担当），（社）日本災害リハビリテーション支援協会，
(地域JRAT組織化支援委員会委員），中央区在宅支援リハビリテーション病院連絡会代表幹
事，桑園交流ケットワーク／医療・ケアプロジェクトリーダー

著書等
▽総合リハビリテーションvol.50 no.6　増大特集　加齢とリハビリテーション2022 p765-
774，▽脳卒中リハビリテーション医療Update 2019地域包括ケアシステムを支える地域連
携１p147-153，▽リハビリテーション医学Ｑ＆Ａ－専門医を目指して2017　医歯薬出版，▽
総合診療のGノートVol.4　No.２（増刊）2017　羊土社ｐ303-313，▽第41回　札幌市医師会
医学会誌　10　2016.11のみこみ安心ネット・札幌の立ち上げｐ24-25，▽総合リハビリテー
ション第44巻　第8号2016.8　巻頭言　互助的協働のすすめ　p659，▽J. of CLINICAL 
REHABILITATION　医歯薬出版　わたしの町の地域包括ケア，札幌市における地域包括ケ
アシステムの構築への挑戦　Vol.25 No7 2016.7，▽リハビリテーションと地域連携・地域包
括ケア（診断と治療社）2013．6，▽地域リハビリテーション白書３，回復期リハからの地域
展開ｐ292－295　2013．3





シンポジウム

シンポジスト

医療法人社団秀和会 つがやす歯科医院 前院長

高橋　耕一
　

北海道大学病院 高次口腔医療センター顎口腔機能治療部門 講師

金子　知生 
　

北海道保健福祉部健康安全局地域保健課 医療参事

本田　和枝

座長
高橋　一也

大阪歯科大学 高齢者歯科学講座

「ライフステージから口腔健康を考える」
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　当院は，「いつまでもおいしく食べるを生活支援する歯科医療を目指す」を医院理念に掲げ，

乳幼児期から要介護期まで幅広いライフステージの患者さんの診療をさせていただいている．

　当院の口腔へのアプローチの一例として，

　乳幼児期　離乳食の作り方や味覚形成，体つくりのサポート　

　学童期　　口腔機能発達不全に対する機能療法，食生活指導

　青年期　　子育て，出産に向けての体つくり，口腔内細菌の親子感染防止

　中年期　　生活習慣指導，咬合の維持，回復

　老年期　　フレイル予防，介護期を見据えた歯科治療

　介護期　　摂食嚥下障害や低栄養に対する訪問診療，介護者へのサポート　

　が挙げられる．

　高齢者人口の増加にともない，当院でも歯科訪問診療にも積極的に取り組んでいる．2011年

1 月～2019年12月の間の当院の外来診療および歯科訪問診療の新患総数はそれぞれ，10,014例

および6,303例であった．これらの症例中，65歳以上の高齢者は，外来診療では1,806例

（18.0%）であったが，訪問診療では5,753例（91.3%）と，多数を占めていた．歯科医療機関

の受診者数は，加齢や種々の疾病の罹患による身体機能の低下が原因で65～69歳をピークに75

歳以後は急速に減少していくことが報告されている．当院では，身体機能の低下などで外来通

院が困難になった65歳以上の高齢者に対しても，歯科訪問診療により「シームレス」な歯科医

療を提供している．

　65歳以上の高齢者に対する治療内容の内訳では義歯調整・修理および摂食機能療法を施行し

た症例の割合は歯科訪問診療では外来診療と比較して有意に高く（p<0.001），咀嚼や摂食嚥下

機能に問題がある症例が多かった．症例に応じて「形態の回復」と「機能の回復」両方からア

プローチをしていく必要があると思われる．

　今後も医療的ケア児を含む乳幼児期から高齢期まで幅広くアプローチできる歯科医療を目指

していきたいと考えている．

各ライフステージにおける口腔へのアプローチ

高橋　耕一
医療法人社団秀和会　つがやす歯科医院（北海道帯広市）

前院長

シンポジウム 　11月20日（日）13：15－14：45　第１会場（２階　講堂）
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【略歴】

2003年 3 月　北海道医療大学歯学部卒業　　　

2003年 4 月　つがやす歯科医院　入社

2011年 3 月　北海道医療大学大学院歯学研究科（口腔病理学）修了

2020年 4 月　医療法人社団秀和会　つがやす歯科医院　院長

2022年 8 月　医療法人社団秀和会　つがやす歯科医院　退職

【所属学会】

日本口腔インプラント学会

日本障害者歯科学会

日本摂食嚥下リハビリテーション学会

日本老年歯科医学会

日本臨床歯科ＣＡＤＣＡＭ学会
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　矯正治療は小児から高齢者に至るまで様々なライフステージで関与している．そこで口腔健

康を考えるにあたり，それぞれのステージにおける矯正治療について，以下のことを研究デー

タと症例供覧で検討する．

　小児期ではⅠ期の矯正治療になり，まずは幼児期では機能の習得と発達があり，矯正治療で

は咀嚼，嚥下，構音の機能へのアプローチとなり，おもに筋機能訓練を行う．形態的なアプ

ローチでは骨格性の強い反対咬合や狭窄歯列に矯正治療を行うことがある．次に学童期では顎

口腔の成長と永久歯の萌出期になる．ここでの矯正治療は形態的なアプローチとして早期接触

や誘導など機能的障害を改善し，骨格的な前後的不調和や垂直的不調和を顎の成長の促進，抑

制を行い，改善を目指す．次の思春期では永久歯列は完成し，顎成長もピークに達する時期で

ある．この時期では骨格的な問題がなければ歯列矯正を行い，マルチブラケット装置による個

性正常交合の確立を行う．骨格性の問題が多い場合は顎成長を待って外科的矯正治療の検討と

なる．

　次に，成人における矯正治療のアプローチは骨格性の少ない不正咬合であればマルチブラ

ケット装置による全顎矯正で個性正常交合の確立か，骨格性の問題が大きい場合は外科的矯正

治療で個性正常交合の確立を行うこととなる．この時期の矯正治療は咀嚼，嚥下，発音などの

機能改善の必要性の場合と審美的要素の改善等などQOLの向上を行うになる．また，高齢者に

おいての矯正治療のニーズはおもにMTMが多く，欠損歯による咬合崩壊している場合，補綴，

インプラントなどによる再建の前処置として空隙の整理や歯のアップライトなど多岐にわたる．

場合によっては外科的矯正治療も必要なこともある．

　また，アスリートにおける矯正治療はジュニア時代が重要と考えられる．アスリートジュニ

アにも対外試合や練習などタイムスケジュールが密であり，様々なことを考慮に入れて治療を

行っていく必要がある．

小児から高齢者の矯正治療の役割

金子　知生
北海道大学病院高次口腔医療センター

講師

シンポジウム 11月20日（日）13：15－14：45　第１会場（２階　講堂）
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【略歴】

1988年　北海道大学歯学部卒業

1992年　北海道大学大学院歯学研究科修了

1992年　北海道大学歯学部附属病院　助手

1993年　北海道大学歯学部　助手

2001年　北海道大学病院高次口腔医療センター　講師

所属学会

日本矯正歯科学会

日本スポーツ歯科医学会

日本口蓋裂学会

日本顎関節学会

日本筋機能学会

北海道矯正歯科学会

アメリカ矯正歯科学会

日本矯正歯科学会公認認定医，指導医，臨床指導医

日本スポーツ歯科医学会公認認定医，

日本口蓋裂学会公認口蓋裂認定師

日本スポーツ協会公認スポーツデンティスト



北海道における口腔の健康づくり
　　　　～地域連携を目指した保健所の取組について～

本田　和枝
北海道保健福祉部健康安全局地域保健課

医療参事

－ 38 －

　100年時代に向けて，健康寿命の延伸が重要な課題になっています．国の調査より，小児のう

蝕は減少し，8020達成者の割合は増加している一方で，成人・高齢者の歯周病やう蝕は増加し，

口腔機能の維持・回復の重要性が増しています．また，歯と口腔の健康と全身の健康の関連性

が注目されるようになっている中で，いわゆる「骨太方針」では，2017年以来，歯科に関する

内容が盛り込まれ，2022年には，国民皆歯科健診へ向けての具体的な検討が明記されました．

　北海道では，生涯にわたって食べる楽しみを享受できる生活を目指して，平成21年に制定さ

れた「北海道歯・口腔の健康づくり8020推進条例」に基づき，「北海道歯科保健医療推進計

画」の下，乳幼児から高齢期までの各ライフステージに合わせて，様々な施策を展開していま

す．道では，デンタルフロスや歯間ブラシを使用する成人の割合や歯科健診を受診した人の割

合など増加しているものの，歯科健診受診率は未だに低く，今後の国の動向を注視しながら取

組を進める必要があります．

　また，在宅医療の必要性・需要が増加する中，2025年を第１の目処に「地域包括ケアシステ

ム」の構築を目指していますが，各地域では，食支援のための相談体制，介護予防への取組，

多職種連携体制等充実を図ることなどが求められており，様々な課題を抱えている状況です．

　保健所では，地域の実態把握・課題集約し，地域関係者との課題の共有と問題解決のための

協議・検討する場を設け，合意形成を図りながら事業等推進しています．そうした中で，地域

での顔のみえる関係づくり，地域の資源の活用方法の検討，連携体制の強化等のために，保健

所独自事業として地域専門職と一緒に食支援のモデル事業を実施しました．

　本シンポジウムでは，市町村や保健所が担っている役割や現状を踏まえつつ，地域連携を目

指した保健所の取組の一例をご紹介させていただきます．

シンポジウム 11月20日（日）13：15－14：45　第１会場（２階　講堂）
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【略歴】

2003年　北海道大学歯学部卒業

　　　　 北海道大学病院臨床研修医　　　

2005年　北海道大学大学院歯学研究科冠橋義歯補綴学教室医員　

2013年　北海道大学大学院歯学研究科冠橋義歯補綴学教室助教

2013年　厚生労働省保険局医療課医療指導監査室医療指導監査官

2015年　厚生労働省東北厚生局健康福祉部医事課長

2017年　厚生労働省医政局歯科保健課歯科口腔保健推進室歯科口腔保健専門官

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（健康局健康課課長補佐併任）

2018年　北海道室蘭保健所医療参事

2022年　北海道保健福祉部健康安全局地域保健課医療参事





スポンサードセッション

東京都健康長寿医療センター 歯科口腔外科部長・研究所研究部長

平野　浩彦

共催：サンスター株式会社

座長
山崎　裕

北海道大学大学院歯学研究院 口腔健康科学分野 高齢者歯科学教室

「オーラルフレイル：高齢者の口を支える視点」

－ 41 －
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　オーラルフレイルは，口に関するささいな衰の放置，さらに適切な対応を行わないままにす

ることにより，口の機能低下，食べる機能の障害，さらには心身の機能低下までつながる負の

連鎖が生じてしまうことに対して警鐘を鳴らした日本で考案された新しい概念です．この概念

が考案された背景の一つに，8020運動の達成率が，がわずか30年で約 5 割に達した（2016年）

経緯があります．これは，高齢期の歯数の維持に加え，口の機能により軸足を置いた国民運動

が必要になった時代的変遷と言えます．また口腔機能低下症の新病名も保険導入され，高齢期

の口腔に関する機能に医療行為としての対応も可能となりました．

　口腔機能の低下は自覚しにくく徐々に進行し，自身が自覚した段階では改善が困難な場合も

多く，さらに身体状態低下が重なると，低栄養，サルコペニア，フレイルさらに嚥下性肺炎発

症のリスクも高まります．これまでの論文知見からも，オーラルフレイルは，口腔の機能維持

にとどまらず，身体のフレイルの発生，サルコペニアの発生，さらには要介護状態や死亡の発

生との関連が示唆されており，「オーラルフレイル」は徐々に知られる言葉となりました．

　当日は，オーラルフレイルの概要，評価，その結果の考え方などについて，口腔機能低下症

も含めご参加の皆様と考えて参りたいと思います．

オーラルフレイル：高齢者の口を支える視点

平野　浩彦

東京都健康長寿医療センター　　　　　
歯科口腔外科部長・研究所研究部長

スポンサードセッション 　11月20日（日）11：35－12：35　第１会場（２階　講堂）
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【略歴】

日本大学松戸歯学部卒業　医学博士

平成 2 年　東京都老人医療センター　歯科口腔外科　研修医

平成 3 年　国立東京第二病院　口腔外科　研修医

平成 4 年　東京都老人医療センター　歯科口腔外科主事、

平成14年　同センター医長

（東京都老人医療センター・東京都老人総合研究所の組織編成により東京都健康長寿医療

センターへ名称変更）

平成21年　東京都健康長寿医療センター研究所　専門副部長

平成28年　同センター病院　歯科口腔外科　部長

平成31年　同センター研究所　口腔保健と栄養研究テーマ研究部長（兼任）

令和 4 年～　現職

役職等

日本老年学会　理事

日本サルコぺニア・フレイル学会　理事

日本老年歯科医学会　理事・専門医・指導医・摂食機能療法専門歯科医師

日本口腔検査学会　理事

日本老年医学会　代議員

日本大学　客員教授・東京歯科大学　非常勤講師・昭和大学歯学部　非常勤講師





一般口演抄録
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認定医研修セミナー
北海道大学大学院歯学研究院 高齢者歯科学教室 准教授

渡邊　裕

認定関連専門職研修セミナー
北海道大学大学院歯学研究院 高齢者歯科学教室 助教

松下　貴惠
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　日本の地域在住高齢者約2,000人を対象に行われた大規模コホート調査（柏スタディ）に

よって口腔機能が低下している者は，低下していない者と比較して，身体的フレイル，サルコ

ペニア，要介護状態，死亡の新規発生リスクがそれぞれ 2 倍以上高いという報告がなされた．

これらの結果は全身のフレイルや，身体能力の低下に先立って，口腔機能の低下が生じている

ことを示唆しているだけでなく，フレイル，サルコペニア，要介護状態，死へと進行していく

なかでも，口腔機能の低下が影響している可能性を示唆している．

　そしてこれら結果を根拠として，平成30年度診療報酬改定において，高齢者の口腔機能低下

に関わる口腔機能管理加算が保険収載され，口腔機能管理が評価された．さらに令和４年度の

診療報酬改定では対象年齢が65歳以上から50歳以上に拡大されたが，具体的な対応方法につい

ては提示されていない．

　口腔機能が低下している者は，地域在住高齢者から，介護保険施設等入所者や病院入院中の

高齢患者まで幅広く分布している．一般歯科診療所に定期受診している高齢者の半数が口腔機

能低下症に該当するとの報告もなされており，口腔機能低下症への対応は，一般歯科治療だけ

では十分でないことも明らかになってきた．また要介護高齢者の多くは，口腔機能が低下して

いることから，それらに対する口腔機能管理は，歯科医師・歯科衛生士だけでは対応が困難で

あり，日常生活の中で継続的に管理していく必要がある．つまり家族を含め，医療・介護・福

祉における多職種と連携を取りながら 口腔機能管理を進めていく必要があると思われる．

　本講演では口腔機能低下症導入までの経緯と最近の知見をふまえ，今後，口腔機能低下症を

どのように日常臨床に位置付けるか考えてみたい．

認定医研修セミナー

口腔機能低下症をどのように日常臨床に位置付けるか

渡邊　裕

北海道大学大学院歯学研究院 口腔健康科学分野 高齢者歯科学教室

11月19日（土）10：30－12：00　第３会場（１階　第４会議室）
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【略歴】

1994年 3 月　北海道大学歯学部卒業、

1994年 6 月　東京都老人医療センター歯科口腔外科医員

1995年 4 月　東京歯科大学口腔外科学第一講座入局

1997年 8 月　東京歯科大学オーラルメディシン講座助手

2001年 4 月　ドイツ フィリップス・マールブルグ大学歯学部 研究員兼任

2007年 4 月　東京歯科大学オーラルメディシン・口腔外科学講座講師

2012年 4 月　国立長寿医療研究センター 口腔疾患研究部口腔感染制御研究室長

2016年 4 月　東京都健康長寿医療センター 研究所 社会科学系 副部長

2019年 4 月　北海道大学大学院歯学研究院 口腔健康科学分野 高齢者歯科学教室 准教授

　　　　　　現在に至る
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　口腔機能には「咀嚼」「嚥下」「構音」「唾液」「味覚」などの機能があり，これらがいずれ

も正常に働き続けることで，人は社会の中で健康な生活を営むことが可能になります．このよ

うに大変重要なことなのですが，歯科界がこのことに注目しだしたのはごく最近です．それま

では，歯科の 2 大疾患である虫歯と歯周病に注目が集まっていました．しかし，8020運動によ

り，高齢でも歯の本数を保ち続ける人が増えたにもかかわらず，咬めない人の割合は増え続け

ていることがわかりました．咀嚼は，餅つきに例えられます．おいしい餅をつくためには，杵，

つき手，臼，打ち水，かえし手などが完璧であることが求められます．咀嚼も同様に，歯・義

歯のほかに咀嚼筋，口腔，唾液，舌・頬・口唇が本来の機能を果たすことが必要になります．

そこで，従来の歯の本数だけに注目してきた形態重視から口腔機能にも関心が集まってきまし

た．そして2016年日本老年歯科医学会が，「口腔機能低下症」という新しい疾患概念を提唱し，

2018年には口腔機能低下症の診断と管理が医療保険に導入されたことで，少しずつ拡がりを示

しています．

　口腔機能低下症は，7 つの口腔機能の低下を検査する項目からなります．具体的は①口腔不

潔，②口腔乾燥，➂咬合力低下，④舌口唇運動機能低下，⑤低舌圧，⑥咀嚼機能低下，⑦嚥下

機能低下の 7 項目でそれぞれの指定された検査を行い，これらのなかで 3 つ以上低下項目があ

れば口腔機能低下症と判定します．なお，対象年齢は当初65歳以上でしたが，本年の保険改正

により，50歳以上にひき下げられました．

　今回のセミナーでは，実習形式で実際に 7 つの各検査の意味合いや検査の手順，ポイントな

どをわかりやすく指導いたします．歯科以外の関連職種である皆さん方にとって，今回のセミ

ナーを通して口腔機能低下症に対して関心を深めていただければ幸甚です．

認定関連専門職研修セミナー

口腔機能低下症アップデート

松下　貴惠

北海道大学大学院歯学研究院 口腔健康科学分野 高齢者歯科学教室

11月20日（日）9：00－10：30　第２会場（１階  第１会議室）
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【略歴】

2002年 3 月　鶴見大学歯学部歯学科卒業

2002年 6 月　北海道大学歯学部付属病院勤務

2004年 4 月　市立札幌病院歯科口腔外科勤務

2009年 3 月　北海道大学大学院歯学研究科博士課程口腔医学専攻卒業

2009年12月　北海道大学病院　高齢者歯科　助教

【所属学会】

日本老年歯科医学会　指導医（第227号）、日本口腔外科学会認定医（第277号）

日本臨床栄養代謝学会
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謝辞

本大会を開催するにあたり，多くの皆様からのご協力をいただきました．

ここに深く感謝の意を表します．

第 36 回日本口腔リハビリテーション学会

大会長　山崎　裕

企業・団体　一覧

アサヒグループ食品株式会社
一般社団法人　北海道歯科医師会
ウエルテック株式会社
株式会社札幌デンタル・ラボラトリー
株式会社松風
株式会社そーせい
株式会社ジーシー
株式会社ツムラ
株式会社ムトウ
株式会社モリタ
株式会社ヨシダ
公益財団法人　伊藤医薬学術交流財団
サンスター(株)
サンメディカル株式会社
社会医療法人北斗　北斗病院
ティーアンドケー株式会社
日本歯科薬品株式会社
フィンガルリンク株式会社
北海道大学高齢者歯科学教室同門会
北海道大学歯学部同窓会

(五十音順)
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